
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
  
 
 
 
 
 

「地域の人が集まる居場所が欲しいね」と、民生委員

の西さんと松田さんが話し合い、町会の協力を得て始ま

った、「八丁目カフェ」。名前の通り、赤坂八丁目で毎月

最終土曜日に開かれています。隠れ家のような階段を上

った先にある活動場所は、今日も満員御礼です。 

代表になった松田さんは、日頃思っていることを話し

合ったり相談したりと、皆さんが顔を合わせることを第

一にサロンを開いているそうです。誰でも参加しやす

く、楽しめるサロンづくりを大切にして、参加者にはそ

れぞれ得意なことを手伝ってもらっています。 

誰でも参加しやすい場に 
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出身地の話をしたら、

近くてびっくり！ 

思わず方言で話が 

はずみます♪♪♪♪

 

 

 

皆さん、キラキラした素敵な笑顔でした☆彡 

サロンには町会長も参加し、地域清掃など町内のお知

らせをされるので、サロンに行けば、地域の情報を知る

ことができます。また、サロンの開催情報も、町会だよ

りに載せて周知してもらっています。 

活動中、会場には賑やかな声が飛び交います。「話す

ことで頭が活性化されるから、健康には一番」と松田さ

んが話すように、おしゃべりを楽しむ皆さんの顔はとて

も輝いていました。 

時間が過ぎるのはあっという間です。名残惜しいです

が、「またね」「道で会ったらよろしくね」と、サロンに

とどまらないご近所の輪が広がっていました。 

サロンから広がるご近所の輪 

 

「ここをこうして…」「長くしてマフラーにしようかしら」

みんなで、編み物の教えあいです 

サロンの感想を皆さんに伺うと、常連さんからも初めて

参加した人からも、「楽しい！」という言葉が出てきます。 

「今日は
．．．

じゃないの、今日も
．．．

楽しいのよ」とのこと。「家

では一人だから、ここに来ると楽しい」と、サロンの日を

心待ちにしている人もいて、皆さんにとってサロンが、お

気に入りの居場所になっていることが伝わってきました。 

この８月で、登録から 1年を迎えた八丁目カフェ。地域

の楽しい居場所として、これからもサロンで皆さんのいき

いきとした笑顔が見られることを楽しみにしています。 

今日も
．．．

楽しい居場所 

「こんにちは」「久しぶりね」 

賑やかな声が飛び交います 

話したいことがたくさん 

おいしいお茶とお菓子があれば、

話は尽きません☕ 
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活動地区：赤坂 

 

 


